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川崎 晃一
九州大学名誉教授 -九州産業大学教授

第1四時間生物学世界大会 (WCC) が9月9 日から 12 日までの 4日間、本間研一会長主宰のもと北海道大学で
開催された。この大会は第 10回日本時間生物学会とジョイン卜して行われ、世界に先駆けて時間生物学に関連
のある 13の学会が参加した、本学会史上でも画期的な特筆すべき世界連合の大会となった。外国からは 150名
以上が参加し、全参加者は 600名を越えて、好評のうちに閉会した。イラク戦争の勃発やS A R Sの流行など国際
学会開催には非常に不利な状況の中での運営であったため、本開会長はじめ組織実行委員会のメンバーの方々
や大会の運営に携わられた関係各位はさぞかし気をもまれたことと拝察する。そのような厳しい状況下にあっ
たにも関わらず本大会を成功裏に終えられたことに、参加者の一人としてまず心からお祝いと感謝の意を表し
たい。また私事であるが、第 10回日本時間生物学会総会で、この分野の泰斗である川村浩、千葉喜彦両先生に
次いで、他の 3名の先生方と一緒に名誉会員に推薦していただいた。ここまで発展してきた日本時間生物学会
の前身の一つである「生物リズム研究会」を 1983年に立ち上げ、その小さな・芽' を運営委員会の一員ならび
に事務局として細々と育て続けてきたこと、さらに第 5回日本時間生物学会の会長をつとめたこと、などを評
価していただいたものと思われるが、大変名誉なことであり、終生忘れ得ぬ学会となった。

名古屋大学の海老原編集委員長から巻頭言の原稿依頼があったが、今や時計遺伝子を初め、分子遺伝学の分
野などの発展が目覚ましい状況の中で、時代遅れの人間が本誌の巻頭言を執筆することには内心佃促たる想い
があった。しかし、内容は一切問わず好きなことを書いてよろしい、ということだ、ったので多少負担が軽くな
りお引き受けした。また、本学会が設立 10年という節目を迎えた機会に、わが国に芽生えた時間生物学のこれ
までの流れを、若い会員の方々にも知ってもらい、 二 ト一世紀の学問ともいえる時間生物学の更なる発展を目
指していただきたいという願いをお伝えしたいとの思いも強かった。本学会発足当時のことは高橋清久現理事
長と私が学会誌 1巻I号( 1995) に述べているので出来るだけ重複を避け、ここでは個人的なエピソードも含め
て時間生物学との関わりを振り返り、私見にも触れてみたい。
本学会の前身は、今から 20年前( 1983年) に「生物リズム研究会」として会員約 150名で発足した。当時代

表幹事としてこの研究会を設立し、発展にご尽力してこられた高木健太郎先生をはじめ、何人かの委員の方々
はすでにお亡くなりになっているが、発足当時の運営委員のうち、 川村先生、千葉先生、登倉先生と私の 4名
が現在日本時間生物学会の名誉会員に推薦されている。高木先生は医学、理学、農学などの縦割りの学問の垣
根を取り払った学際的な研究会にしたいという強い信念を持っておられた。この研究会が徐々に発展し会員も
増えてくるに連れて、学生や院生はもとより若手研究者もいない九州大学健康科学センタ という小さな組織
の中で、私と上国助教授( 現教授) の二人で事務局を担当していくことは物理的に不可能となり、運営委員会
に諮って 1992年に事務局を岡山大学理学部中島秀明教授の研究室に移した。人的あるいは経済的な苦労を重ね
ながら、約 10年間手作りの活動でその火を消さずに継続してきたこの研究会を振り返って見るとき、 1993年に
「臨床時間生物学研究会」と併合して誕生した日本時間生物学会が、わずか 10年で今回の世界大会を開催する
までに成長したその発展ぶりには目を見張るものがあり、まさに感慨一入である。

もともと高血圧の臨床的研究を行ってきた私が時間生物学の研究に携わったのは、米国国立衛生研究所 (NIH)
の臨床研究所長であった Bartter博士のもとに留学した 1973年のことである。博士は 2つの疾患 (Bartter症候
群と Schwartz-Bartter症候群) に名前がつけられているほど有名な臨床医であり、また優れた研究者でもあっ
た。功なり名遂げられた晩年は友人のミネソタ大学 Halberg教授と共同で時間生物学の研究に着手されていた。
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私はその研究を発展させるために Visiting Scientist として招聴されたと認識していたが、博士は具体的なテ
マを与えたり、細かな指示をされる事はあまりなく、 2週に l回程度研究に関する討論をしながら、 2年後帰国
する直前まで臨床研究を続けていた。このように自由に研究をさせていただいただけにプレッシャーも感じた
が、自分のペースで臨床研究を進めることが出来、大変幸せで・あった。留学期間の 2年間でデータをまとめる
ことが出来なかったため、博士の許可を得てすべてのデータを持ち帰り、帰国後苦労を重ねて数編の論文にま
とめて、 NIHから副学長として栄転されたテキサス大学へ送った。しかし、日の目をみたのは時間生物学の研
究とは無縁の「食塩感受性高血圧J に関する論文 (Am J  Med. 1978) だけであった。博士はテキサス大学在任
中に不幸にも急逝されたため、帰国後長い時間を費やしてまとめた研究論文は、博士の死後他の共同研究者ら
によって、症例を追加したり修正加筆したりして発表されたようであるが、何の連絡もないままであった。博
士亡き後のことであり、そのことに対してクレイムをつける気力も失せてしまった。69歳での早すぎた博士の
死は惜みであまりあるものがある。
帰国後間もなくして、 Halberg教授との日米共同時間疫学研究で私どもは時間生物学に関する研究を日本で
も継続して行うようになった。臨床時間生物学あるいは時間医学には大変興味を持って取り組んだが、自分自
身が専門家という大それた気持ちはなく、また時間生物学の研究を生涯の主要研究テーマとしてきたわけで、も
ない。しかしながら、この学問との関連で、行ってきた一連の日米共同研究あるいは九州大学における臨床研究
はかなりの数にのぼっている。中でも代表的な仕事として、「日本人正常血圧者の 24時間血圧変動の基準値作
成J をあげることが出来る。この研究は、厚生省科学研究班の班長と して全国の血圧変動研究に携わっている
専門医 17名と共同で行い、足かけ 10年近くかけて原著・ 専門書などにまとめる事が出来た。莫大な量のデータ
を収集して下さった班員の方々やデータをまとめ解析に協力して下さった方々にこの場を借りて感謝の意を表
したい。
Chronobiologyの創始者といわれている Halberg教授は、強烈かつ個性的な性格と学問に対する飽くなき情熱
をもって、世界中の多くの研究者と共同研究を進めてこられた。彼はまた多くの造語を世に送りだしたが、そ
の中の一つで最もポピュラーな、ircadian" rhythm という言葉は、 Muller らが心筋梗塞の発症に 24時間の周
期性がみられることを、 1989年に発表した一流専門誌の原著論文タイトルに使用したのがきっかけとなり、臨
床医学にも広く使われるようになった。常識を超えていると言っても過言ではない彼の研究に対する情熱は、
二度にわたる心臓バイパス手術を受けられたあとの現在もなお、ペースを落とさずに保ち続けておられるよう
である。八十路をはるかに過ぎても一向に衰えぬ学問に対する真撃な態度とそのエネルギーは、とても凡人の
真似できるものではない。彼に対しては批判的な研究者も少なくないかもしれないが、私は今だに衰えぬ彼の
研究に対するひた向きな姿勢には尊敬の念を持っている。

時間生物学は、遺伝子から字宙まで壮大な広がりを持つ、学際的な学問として発展してきている。しかし、
最終的に自然科学は「人類の幸せ」ゃ「ヒトを取り巻く環境との共存」などを目指していると考える。オーダー
メイド医療の時代を迎えようとしている現在、時間医学やl時間治療学が臨床医学・医療の分野で益々重要視さ
れてくるのは疑うべくもない。今後とも日本時間生物学会が、専門家だけではなく、時間医学や時間治療学に
興味を持っている多くの臨床医をも包含して発展して行くことを、心から願って止まない。

(2003年10月7 日)
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第10回日本時間生物学会大会、第 1回時間生物学世界大会始末記

第 10 回日本時間生物学会大会長
第 1回W C C組織委員会委員長

本間研一

極東では S A R Sの恐怖が広まるなど、日本での国際
大会開催には不利な条件が出て来ました。i寅題締め
切り間近の 5月になっても登録者、i寅題数が 100に達
せず、組織委員会では大会中止の可能性も検討しま
したが、とりあえず締め切りを 6月末までに延長し、
国内( 学会員) からの参加を強力に呼びかけるととも
に、 トラベルグラントの宣伝に努めました。6月に
入って S A R S も終罵に向かい、外国からの登録も
徐々に増えて、最終的に事前登録は 500名を越えま
した。直前になって、特別後援者の B.Lemmer博士
が都合で来日できなくなり、また M . M e n a k e rや
W.Hastings、I.Zuckerなど著名な研究者がやむを得
ぬ都合で大会参加をキャンセルしたのは大変残念で
あった。またビザの関係で結局入国できなかった一
般参加者もいました。
i寅題締め切りを 1ヶ月延長したために、プログラ
ムや抄録集作成等の準備は実質 1ヶ月半で済ませな
ければならなくなり、大会スタッフには大変忙しい
日々となりました。後は大会当日の天気が気になる
ばかりで、会場が2つに分かれていることもあり、
雨の日に備えて傘を 100本購入し、さ らに 100本いつ
でも入手できるように手配しました。この傘は 2 日
目の午前中に役に立ちました。

2003年9月9 日から 12 日まで、第 10回日本時間生
物学会大会と第 l四時間生物学世界大会 (World
Congress of Chronobiology: W C C ) の合同大会が北
海道大学キャンパス内で行われました。日本時間生
物学会にとっては節目の第 10回大会、また 2001年に
設立された時間生物学世界連合 (Word Federation 
of Soci巴ties for Chronobiology:WFSC) の最初の大会
となるだけに、 W C C組織委員会としては 2年前から
準備を進めて来ました。時間生物学に関する過去の
大会実績などを参考にして、参加人数を 600名から
1000名と強気に計算し、特別講演9題、シンポジウ
ム18題、ポスター発表300題を予定して大会のスキ
ームを立てました。プログラムは 12の学会から選出
された国際プログラム委員会と日本時間生物学会の
理事・評議員を中心とした囲内プログラム委員会の
2つの組織で作成し、特別講演演者、各学会主催の
シンポジウムと企画シンポジウムのテーマおよび演
者の選定を行いました。特別講演者は、要望、分野、
地域、加盟学会などを考慮 して決ました。また、
W F S C加盟学会は少なくとも Iつのシンポジウムを
提案できるとの規則をつくり、テーマ内容や演者の
人選は各学会にお任せしました。ただし、提出され
た案をそのまま受理したわけではなく、国際プログ
ラム委員会でテーマや演者の妥当性
を議論し、シンポジウムによっては
かなりの修正を求めました。企画シ
ンポジウムは国内プログラム委員会
で、テーマのバランスを考慮して立
案しました。その過程で、加盟学会
主宰のシンポジウムと合体したもの
もありました。
W C Cは最初の大会であるだけに事

前の宣伝が重要と考え、サーキュラ
ーを 2回、ポスターを 2回( 英文と和
文) 配布し、 HPを早期から立ち上げ
周知に努めました。しかし、今年に
なってイラクで戦争が始まり、また
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本合同大会には、第 10回生物リズムに関する札幌
シンポジウムと第5回日本時間循環血圧研究会がサ
チライトシンポジウムとして加わり、月曜日の朝か
ら金曜日の夜まで発表と討論が行われました。大会
には最終的に 600名を越える参加者があり、一般演
題( ポスター) も 284題とほぼ当初の予想通りにな
りました。3 トラック制で行われた大会でしたが、い
ずれの会場も多数の聴衆を集め、この盛況は最後の
日まで続きました。特に初日のJ .Takahashiの特別
講演では、 300人収容の会場でしたが座りきれない
聴衆が多く出ました。ポスター発表でも活発な議論
が夜遅くまで行われ、国際会議ならではの雰囲気が
醸し出されていました。大会の学術面に関しては、
私が聴くことのできた特別講演やシンポジウムが少
なく、講評は別の機会にしたいと思いますが、外国
から来た研究者の何人かは日本の時間生物学のレベ
ルの高さに驚いていました。ランチョンセミナーが
合計8題ありましたがいずれも好評で、用意した弁
当が足りなくなる事態も発生しました。本大会では、
口演は P Cを主としましたが、動画が動かないなど一
部のトラブルを除いては大きな混乱もなく、全体と
してスムーズに運営されたと自負しています。

一方、ソシアルプログラムとして準備したコンサ
ートと半日ツアーは参加者が少なく、残念でした。
宣伝が少なかったと反省しています。ただし、着物
やお茶、生け花などの日本文化を紹介するカルチャ
ーツアーには定員を超える応募があり、これにはパ
スを増発して対処しました。大会 3日目に、懇親会
が札幌ファクトリー・ビアケラーを借り切って行わ
れました。約300名が参加し、盛況のうちに予定の 3
時間があっという間に過ぎてしまいました。
本大会で唯一予想外の出来事は、次期開催地と主

宰学会を決められなかったことです。事前の呼びか
けで、米国 ( S R B R )、 トルコ (SC-T) 、インド
(InSC) の各学会が立候補し、初日の昼休みに聞か
れた W F S C理事会で決定される予定でしたが、意見
がまとまりませんでした。結局私があと l期 W F S C
の会長を務め、 l年以内に次期開催地を決めること
になりました。
最後に、本大会が成功裏に終えられたのは時間生

物学会会員の支援と協力のおかげです。あらためて
会員諸氏にお礼を申し上げるとともに、これを機会
に本学会が益々発展することを願って、大会の始末
記と致します。
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第一回時間生物学世界大会印象記

田ヶ谷浩邦
国立精神・神経センター精神保健研究所 精神生理部

第1回時間生物学世界大会 ( World Congress of 
Chronobiology: W C C ) が平成 15年 9月9 日より 12
日まで、札幌において開催された。今回は第 10回日
本時間生物学会 (Annual Meeting of ]apanese Soci-
ety for Chronobiology) と共同開催となり、第 10回
生物リズムに関する札幌シンポジウム (Sapporo
Symposium on Biological R hyth m)、第5四時間循環
血圧研究会がサテライトミーティングとして開催さ
れた。大会長は北海道大学大学院医学研究科統合生
理学講座の本間研一先生が務められ、緑の美しい北
海道大学キャンパス内の学術交流会館が会場であっ
た。
W C Cは2001年11 月に設立された時間生物学世界

連合 (World Federation of Societies for Chronobi-
ology: WFSC) の世界大会として初めて開催された
ものである。これまで個人参加の国際学会であった
国際時間生物学会 (International Society of 
Chronobiology: ISC) において日本時間生物学会よ
り提案され設立に至ったもので、 Association De 
Chronobiologie Medicate (ACM). European Pineal and 
Biological Rhythm Society (EPBRS)， European Society for 
Chronobiology (ESC) ， French Society for Chronobiology 
(FSC). International Society for Chronobiology (ISC). 
Indian Society for Chronobiology (InSC， India). Israeli 
Society for Research and Medical Chronobiology 
(ISRMC). ]apanese Society for Chronobiology (JSC). 
Latin American Chronobiology Group (LACG). Mediter-
ranean Society for Chronobiology (MSC). Society for 
Chronobiology -Turkey (SCT). Society for Light Treat-
ment and Biological Rhythms (  SL TBR) .  Society for 
Research on Biological Rhythm (SRBR)の13の学会が加
盟している。
4 日間を通じて、 8つのLecture、18のSymposium、
8つの Luncheon Seminar、3つのPoster Sessionがも
うけられ、和やかな雰囲気の中、終日質疑応答が続
いた。第 l回の世界大会にふさわしく世界中から第
一線の研究者が結集した。各委員会の先生方のご尽
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力の賜であるとともに、大会委員長である本間研一
先生がこれまで 10回の札幌シンポジウムで築きあげ
た国際的な信頼関係によるものである。
学会員の皆様もご存じのとおり時間生物学がカバ
ーする範囲は分子生物学から臨床医学と広いため、
ヒトの時間生物学に関する発表を中心として取り上
げさせていただく 。
Symposium SC1 “Circadian Rhythm Sleep Disor-
ders; Physiology and Molecular Mechanisms" では
概日リズム睡眠障害を中心として、疫学、臨床診
断・治療、生理学、分子生物学的観点から発表が行
われた。このセッションでは家族性睡眠相前進症候
群 (Familial Advanced Sleep Phase Syndrome: 
FASPS) の有病率は従来考えられていたよりも高
く、 0.1-0.2%であるという U niversity of UtahのC.R.
]onesらの報告が論議の的となった。ASPSはそのほ
かの概日リズム睡眠障害と比較して社会適応の問題
を起こしにくしこれを主訴として医療機関を受診
することが少ない。彼らは 20:30に入眠可能で 5:30
には自然覚醒するものを A S P Sとし、このようにし
て診断された A S P Sのほとんどが自分の睡眠スケジ
ュールについて不満を持ったり困ることはないと回
答したという。睡眠スケジュールを遅らせることが
できないことを確認したのかというフロアからの質
問に対しては確認していないとの回答であった。概
日リズム睡眠障害の疫学調査においては、単なる睡
眠習慣の偏り・好みの問題なのか、スケジュールを
変更できない病的な状態なのかという問題が常につ
きまとう。これらを質問紙調査や電話調査で確実に
区別するのは困難である。今後の課題といえよう。
また、同じセッションで、Stanford UniversityのE
Mignotが髄液中の hypocretin (orexin) の日内変動
のスライドを提示していたが、 wake maintenance 
zone付近で、最大で、そのあと急速に低下する変化を示
しており、覚醒度の日内変動に近い変化を示してい
たのが興味深かった。 Constant routine等の条件下
においても同様の日内変動を示すのであればwake



maintenance zon巴のメカニズムの解明が進むこと
と思われる。
Symposium SB3 “Environment and the H u m a n  
Body Clock: Health Perspective and Risk" では季節
性感情障害 (Seasonal Affective Disorder: SAD)、時
差ほけ、交代勤務、パーキンソン病における生体リ
ズム等に関する発表が行われた。Oregon Health &  
Science UniversityのA.]. Lewyはこれまでの彼の
研究成果を短時間に効率よくまとめ、 1) D i m  Light 
Melatonin Onset (DL M O :  melatonin血中濃度が
lOpg/mlを上回った時点 ) の Zeitbeger time 
(ZT : 起床時を Z TOとする) が概日リズムペースメ
ーカーと睡眠相の関係を反映すること、 2) S A D患
者群では D L M O Z Tが 14.6時間以上とベースメーカ
ーに対し睡眠相が前進しており ( 通常は D L M O Z T  
は 14) 位相前進仮説を支持すること、 3) 治療前の
S A Dの D L M O Z Tは抑うつ症状の重症度と正の相
関を示すことなどを示した。S A Dの位相前進仮説に
ついては発表後 15年以上がたっているが、 1) すべ
ての S A Dで位相前進を認めない、 2) 高照度光療法
は位相前進仮説によると朝行うと最も有効であるが、
日中あるいは夕方に行っても朝と効果が変わらない
とする報告があるなど、未だに決着がついていない。
S A Dについては 1) 通常の抗うつ薬治療で改善する
症例や、 2) 次第に季節性がはっきりしなくなる症例
があり、研究者によ って異なるタイプの患者で研究
している可能性もある。
Symposium SC4 “The Role of Circadian Rhythm 
Disturbances in Aging and D e m巴ntia" では高齢者
と痴呆患者における概日リズムの問題が発表された。
V A  Medical CenterのS. Ancoli-Isrealは急な都合に
より来日できず、次演者であった Harvard Medical 
SchoolのD .G. Harperが PowerPointのプレゼンテー
ションを上映するにとどまったのは残念で、あった。
高齢者及び痴呆患者では、睡眠が浅くなり概日リズ
ムのメリハリがなくなることによ って夜間の睡眠だ
けでなく日中の活動性にも影響があることが知られ
ている 。 S. Ancoli-Isreal. Akita U niversityのK .
Mishimaのいずれも日中の光照射が高齢者と痴呆患
者の睡眠を改善し、日中の覚醒度を上げるのに有効
であることを報告した。N etherland Institu te for 
Brain ResearchのR .F. Riemersmaは終了したばかり
の大規模な治験結果の速報を発表した。彼女らは 3
年半にわたる多施設共同の治験により、高齢者に対
するメラトニン投与 (2.5mg vs placebo)、光照射
(約 1250 lux vs 約 250 lux)、両者併用の効果を調べ
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た。この報告によるとメラトニン単独、光照射単独、
両者併用のいずれも同等の効果があったという。さ
らなる解析結果に期待したい。
Symposium S A 5 “Circadian and Homeostatic 
Control of Daily Rhythms" では概日リズム機構を含
めた睡眠制御システムについて報告された。ヒトで
は 1) 謡歯類のような多相性睡眠ではなく、 1日1-2
固まとめて長時間の睡眠をとる、 2) 巨大化した脳を
休息させるため覚醒中と睡眠中で生理指標が大きく
変動する。このため、活動ー休息のリズムと種々の生
理指標は恒常性維持機構の影響を強く受けており、
概日リズムの影響だけを取り出すことが難しい。
University of SurreyのD.-]. Dijkはforced dedyn-
chrony protocolによ って、 Psychiatry U niversity 
Clinic (Zurich) の A. Wirz-] ustice は Ultra-short
sleep-wake scheduleをもちいて睡眠に対する概日
リズムの影響を検討した。健常高齢者における wake
maintenance zoneでの覚醒度の変化が一致せず論
議となっていたが、それぞれの方法により鋭敏に検
出できる指標が異なっており、お互いに補い合う所
見という印象を持った。Netherland Institute for 
Brain ResearchのE.].W. Van Someren らは体幹体温
と末梢体温を別々に変化させることのできる特殊な
ボディスーツを開発し、これを用いた研究の速報を
発表した。ヒトの体温中枢は、 i楽部体温を上昇させ
る際は末梢の血管を収縮させ末梢よりの熱放散を抑
制し、深部体温を下降させる際は末梢の血管を拡張
させ末梢よりの熱放散を促進することによって深部
体温を制御している。深部体温の概日リズムは体内
時言|ーよ りの指令に基づいてこのようなメカニズムで
制御されている。彼らはボディスーツによって、深
部体温の概日変動を抑制あるいは促進するように操
作し、睡眠に対する影響を調べた。生理的深部体温
変動を促進するような操作を行うと夜間睡眠を促進
する効果が得られた。高齢者の睡眠の安定化など応
用範囲が広がりそうである。
Symposium S A 6 “Mechanism and Adaptive Sig-
nificance of Seasonal Rhythms in Mammals" では晴
乳類の生理機能の季節変化について報告された。
University of California. Berkeley のI. Zuckerが奥様
のご病気のため急に来日できなくなったことは非常
に残念で・あった。Universite Louis Pasteur のDavid
Hazleriggは、暗期の初めに分泌される melatoninが
cry1の発現を引き起こし、 H音期の終わりに分泌され
るmelatoninが perlの発現を引き起こすこと、 mela-
toninが下垂体隆起部 (pars tuberalis) の M T l レセ
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プターに結合することで P R L分泌の季節変動を引き
起こすことより、 m elatoninの季節変動が下垂体前葉
ホルモンを介して生理機能の季節変動を引き起こし
ているという興味深いモデルを提唱した。Ohio
State UniversityのR.]. N elsonは免疫機能の季節変化
(冬期がもっとも活発となる) が明期の長さによって
変化することから melatoninが免疫機能の調節に関
与している可能性について報告した。Shiga Uni-
versityのN . lbukaはス トレスが性腺の成長に及ぼ
す影響は明期が短い条件下の方が強いことを示した。
ヒトでも同様の季節変化がみられることが明らかに
なれば、季節性感情障害における抑うつ症状発現の
メカニズムの解明が進むものと思われた。
以上、私のフィールドと関連した報告について取
り上げさせていただいたが、このほかにも Lecture
や Poster sessionにおいて興味深い発表が目白押し
であり、非常に充実した 4 日間であった。重ねて大
会の企画・運営に当たられた諸先生方に感謝する次
第です。また、古いビール工場を利用したビア ・ホ
ールで聞かれた Banquetでは、すばら しい会場の雰
囲気、おいしいビール等すべての参加者が堪能した
ことを付け加えさせていただきます。
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第一回時間生物学世界大会に出席して

西ノ首 いづみ
独立行政法人産業技術総合研究所生物機能工学研究部門 生物時計研究グループ

平成 15年9月9 日から 9月12 日にわたり、札幌市
の北海道大学において第 10回日本時間生物学会学術
大会が開催されました。今回は、第 l回時間生物学
世界大会との共催でした。i寅題募集の締め切りが延
期されたことで、参加者が少ないのか? 、大会は大
丈夫なのか? と勝手ながら心配していたのですが、
500人を越す参加者、そして海外からも多くの研究
者が来日 し、大会は盛り上がり ました。
大会前には、つくばで Rockefeller大学の Lino
Saez 博士のセミナーが催されました。Saez博士は、
日頃私が研究を進めていく上で大変お世話になって
いる、農業生物資源研究所の霜田政美博士の招へい
で今回来日なさいました。大会の数日前からつくば
にいらっしゃっていたので、滞在中、産総研生物時
計研究グループで研究のデイスカッションをおこな
っていただき、とても有意義なものとなり ました。
開会前、札幌はすでに寒いという情報を耳にし、
さらには沖縄付近で台風が発生したということもあ
って天候を心配していました。羽田空港でも電光掲
示板に札幌市の気温 14度と表示してあったので驚き
ました。しかしながら、大会期間中、 天気が崩れた
のは一日だけで比較的天気にも恵まれ、気候も涼し
く過ごしやすいものでした。札幌市は予想以上に大
きな都市で( 全国で 5番目に大きな都市らしい) 、市
街地は碁盤目状になっており、移動する際、目的地
までの道のりが非常にわかりやすく便利でした。ま
た観光スポットも多く、私たちは空き時間を利用し
て、大倉山ジャンプ競技場にある札幌ウインタース
ポーツミュージアムでスキージャンプの疑似体験を
おこなったり、藻岩山で札幌の夜景を楽しんだりし
ました。また、運河と倉庫群で有名な小樽へも札幌
から電車で約 30分でしたので、学会の最終日に足を
運ぶことができ ました。
私自身としては国際大会への参加は昨年フロリダ
州でおこなわれた S R B Rに続き 2回目の参加となり
ました。2回目ということと日本での開催というこ
とで、英語が大の苦手である私も今回はあまりプレ
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ッシャーを感じることなく大会に望むことが出来ま
した。日本人が多かったので配慮してくださったの
か、外国の研究者の方々のスピーチの速度がS R B R
の時と比べ、比較的ゆっくりめだったように感じま
した( それで、も相変わらず英語があまりうまく聴き
取れず、聴きつつ図で理解するという状況だ、ったの
ですが) 。外国の研究者について思ったことは、
S R B Rでもそうでしたが、どの方々も拙い英語でも
熱心に発表を聴いてくれ、 言葉に詰まる と時には助
け船をだしてくれたりもし、さかんにディスカッシ
ョンしてくれるということです。この他者の研究を
真剣に聞く姿勢や議論の活発さ という点は、見習う
べきだと感じました。
学会には、 日本国内からもそして海外からも生物
リズム研究の第一人者が多数出席されており、論文
で名前をみかける著名な方々の顔を知る機会ができ
ました。また、札幌駅前を一人、ピシッと決めたス
ーツ姿で楓爽と歩く Rockef巴ller大学の Michael
Young博士を目撃したり、対照的にコーラ片手に楽
しそうに談笑しながら札幌市内を歩いている Hous-
ton大学の Paul Hardin博士( 大会中、私が Hardin
博士をお見かけしたときはいつもコーラを持ってお
られました! ) らを目撃したときは芸能人に会った
かのようななんとなく不思議な気持ちになりました。
しかしその反面、旅費グラ ントの給付という非常に
ありがたい制度があったにもかかわらず、海外の若
い研究者の出席があまり多くなかったことは非常に
残念でした。研究内容としては、今回、給餌性リズ
ムの報告が多くなされており、摂食とリズムの関連
性に熱い注目が集まっていることがうかがえました。
そしていつもの大会よりは多かったのですが、やは
り見虫のリズムに関する報告は全体を通して少なか
ったこ とが、ショウジョウパエの研究をしている私
にとっては少々残念なことでした。大勢の方が出席
しておられたので今更必要ないのかも しれませんが、
ここでいくつかの発表を簡単に紹介したいと思いま
す。

つ臼



Utah大学の David Virshup博士は m P E R 2の分解
系の報告をなさいました。Phosphatase inhibitorで
ある calyculin A の投与で、 m P E R 2が過剰に燐酸化さ
れ分解が促進されること、 CKle inhibitorにより
m P E R 2の分解が遅くなること、さらには m P E R 2に
ユピキチンリガーゼである βT r C Pが結合すること
でm P E R 2の分解が起こり、 R N A iにより βT r C Pを
knockdownすると m P E R 2の分解が遅くなることな
どを in vitro系で、示されました。
Regensburg大学の Charlotte Helfrich-Foerster博

士は、ショウジョウパエ脳内に存在する時計遺伝子
発現ニューロンである Lateral Neurons (LNs) や
Dorsal Neurons (DNs) の形態分布を示され、それ
らのニューロンに異常がある mutantsの歩行活動リ
ズムを測定することにより、それぞれのニューロン
の概日リズム形成における役割を示されました。ほ
とんどの disco mutantでは L N sがなく、その場合
D D下では活動がアリズミックになるのですが、ま
れに small-LNvが残ったま まの disco mutantが存在
し、その場合、活動リズムは正常だということです。
このことは、活動リズムの形成に small-LNvが最も
重要であるという説を裏付ける重要な証拠だといえ
ます。また、 large-LN vの連結がない sol:so mutant 
の活動リズムにおいて 2つのリズムが現れることか
ら、 large-LNvはカップリングに必要なニューロン
であることを示され、さらには P D Fがカップリング
ファクターとして機能しているということです。時
計遺伝子発現ニューロンの形態分布について博士は
実に詳細に研究されており、大変感銘を受けました。
ランチョンセミナーでは、北海道大学の本間さと

先生が多電極アレイ ( M E A D ) についての説明をな
さいました。続いて、今回、時間生物学会学術奨励
賞を受賞された大阪バイオサイエンス研究所の池田

真行博士が、マウス S C Nニューロンでの多電極アレ
イによる自発的神経活動の測定とカルシウム感受性
蛍光タンパクであるカメレオンを用いたカルシウム
イオンのイメージングについて話をされました。
S C Nニューロンでは、細胞質ではカルシウム濃度の
概日リズムがみられるのですが、核内ではリズムは
みられないそうです。さらにその細胞質でのカルシ
ウム濃度のリズム周期は、多電極アレイでモニター
した S C Nニューロンの multiple-unit-activity (MUA) 
リズムの周期と一致していたということです。私は
大学の学部生時代に見虫の電気生理実験をおこなっ
ていたのですが、電気生理の研究について話をうか
がうのは久しぶりで、多電極アレイの話は興味深か
ったです。
他にも、熊本大学の粂先生の Drosophilaの活動と
睡眠の研究、岡山大学の宮竹先生の melon f1yの
mating rhythm研究、宮城女子学院大学の田中先生
のonion f1yの羽化のタイミ ング研究をはじめ、大変
おもしろい発表がたくさんあったのですが、紙面の
関係上およびハエの話にばかりなってしまう( 笑)
のでここでは紹介を割愛させていただきます。
今回、初めて日本時間生物学会による世界大会が

催されましたが、今後もこのような世界大会が日本
で開催されることを強く希望いたします。主催者の
方々におかれましては大会の準備、運営に多大な労
力を費やされたことと存じ、心より厚くお礼を申し
上げたいとおもいます。また、旅費グラントを給付
していただいたことにつきま しでも大変感謝致して
おり、今後もこのような制度を設けて頂けたらと願
います。今回このような素晴ら しい世界大会に出席
することができ、今後研究を続けていく上でも貴重
な経験になったと思います。

小樽運河にて (左; 本人、右; 東工大大学院生の飯高干智さん)
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生年月日

所属・職

受賞対象
研究題目

選考理由

生年月日

所属・職

受賞対象
研究題目

選考理由

第1 回日本時間生物学会学術奨励賞選考結果

岩崎秀雄

昭和46年4月23 日

名古屋大学大学院理学研究科 ・助手、科学技術振興事業団 C R E S T研究員併任

シアノバクテリアの概日時計の分子機構

原核生物特にシアノバクテリアの生物時計分子機構の研究に大きな貢献をした。特に

新しい時計遺伝子品川の発見はシアノバクテリアばかりでなく高等植物等の時計機

構にも影響を与え、 二成分情報伝達系の重要性を示唆した重要な発見である。今後も

新しい時間生物学の発展に大いに貢献期待できる点も評価された。

池田真行

昭和 41年 11月5 日

( 財) 大阪バイオサイエンス研究所研究員

体内時計二ユーロンにおける長期細胞内 C a2+ ダイナミクスの解明

マウス視交叉上核スライス培養に蛍光タンパクの C a2+ センサー遺伝子を導入し、単一

ニューロンの C a2+ イメージング法並びにそれらを多電極アレイ上で長期培養する手法

を開発した。この手法を用いて小胞体 C a2+ ス トアからの周期的 C a2+放出がS C Nニュ

ーロンの発火に重要な事を示した画期的な研究である。今後も新しい時間生物学の発

展に大いに貢献期待できる点も評価された。

株主事主主主主主主 ヰ主主主主主主主主主

今回の上記公募の件につき、晴れの第 1回の受賞者を上記のように決定しましたので、
ご報告致します。

時! 羽生物学 Vo I.9.No .2  (2003) 

選考委員長
石田 直理雄 (産業技術総合研究所)

選考委員
海老還 尚( 埼玉医科大学)
海老原史樹文( 名古屋大学)
大川 匡子 (滋賀医科大学)
深田吉孝( 東京大学)
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執筆要領
原稿について
本誌では、投稿原稿を受け付けています。以下の執筆要領にしたがって原稿を編集局までお送り下さい。原

稿の採用については、編集委員会が中心になって査読を行いますが、必要に応じて関連分野の専門家に依頼し
決定します。
原稿は、ワードプロセッサーまたはコンピュータソフトを用いて作成する。プリントアウトした原稿 l 部( 図

表を含む) とフ ロッピーディスクを編集局へ送付する。フロッピーディスクのフォーマット、使用したマイコ
ンの機種、ワープロソフトは一般に使われているものなら何でも結構ですが、使用したマイコンの機種、ワー
プロソフト、氏名及びタイトル名をフロッピーディスクの上に明記して下さし、。なお、念のため、テキスト形
式で保存したファイルも添付するようにして下さい。
総説と技術ノートの著作には、別刷り 50部を無料でさしあげます。50部以上希望の場合は有料となり ますの

で、編集局までその旨連絡して下さい。また、非会員で総説または技術ノートを執筆いただいた場合、会費免
除で 1年間本学会会員になれます。

1. 総説と技術ノート
1  ) 原稿の長さは、図、 表、文献を含め刷り上がりで4 - 5ページ程度( 1頁は約2100字と考えて下さしに横 l
行23文字で 1頁46 x  2  =92行) とする。

2  ) 第 1頁に表題、著者名、所属及びその所在地、 電話番号、 F A X番号、 E-mailアドレス及び脚注 (必要があ
る場合) を記す。

3  ) 第 2頁に400字程度のアブス トラクトを記入する。
4  ) 本文に節を設ける場合、 1.、 2.、 3 .、 ・・・・ とする。
5  ) 書体の指定は、プリントアウトした原稿に朱で行い、斜体( イタリック体) は 1本下線( 一一一一一) 、太
文字( ゴシック体) 波下線(一一一一一) とする。

6  ) 参考文献の数は特に制限しないが、 50編以内が望ましい。参考文献は、アルファベット順に通し番号を付
けて文末にまとめて掲げる。本文中の引用個所には、通し番号を右肩に付けて示す。
(例) Ascho妊による 1 - : 0、 ・・・・である。 5 . 8 .  9 )。

7  ) 文末の参考文献の記載は、次のようにする。
[雑誌] 通し番号) 著作名: 誌名、巻数、ページ( 発行年)
[書籍]通し番号) 著作名: 書名、ページ、発行所( 発行年)
(例) 1) Ascho任J.Gerecke U. wever R  :  Jpn J  Physiol. 17:450-457 (1967) 

2) Aschoff J  :  C ircadi an Clocks， p p  95-111. North-Holl and， Amsterdam (1965) 
8  ) 表は原則として 3 - 5 程度とするが、必要に応じて増やすことができる。簡潔な標題と必要な説明をつけ
て、本文とは別の用紙に作成する。

9  ) 図は原則として 3 - 5 程度とするが、必要に応じて増やすことができる。図には簡単な標題を付ける。
図の標題と説明は別紙にまとめる。

10) 図及び表の表示は、図 1、図 2 、 ・・・、表 1、表 2、 ・・ ・の通し番号で行う。これらを挿入する個所
を、プリン トアウト した本文の原稿欄外にエンピツ書きで指示する。

11) 図及び表を文献から引用した場合、引用を明記するとともに、引用の許可が必要な場合には、著者の責任
で許可をとっておく 。

2. 研究グループ
研究室や研究グループの紹介記事。刷り上がりで 1 - 2頁程度。執筆者を含む顔写真、 または研究現場
のスナップ写真を少なくとも l枚は添付する。写真には標題と説明を付ける。

3. 海外レポート
留学などで滞在した研究室、訪問した研究施設、あるいは海外調査や見聞の紹介記事。写真があれば添

付する。刷り上がりで 2 - 4 頁程度とする。

4. 関連集会報告
国内外の関連集会の紹介記事。写真があれば添付する。刷り上がりで 2 - 4 頁程度。
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編集後記

- 第 I回wccが成功裡に終わり、日本の時間生物学会の底力を世界に印象づけた感があります。特に、日本の
若い研究者の活躍が目立ちました。参加総数が612名、応募演題数284題とこれまでの時間生物関連の学会と
しては最も大きな学会となり ました。これからのwccの良き手本になったように感じました。

• wccは時間生物学会年次大会を兼ねて開催されましたので、本誌にアブス トラクトを掲載することにしまし
た。ご活用下さい。

投稿論文募集中

時間生物学に関する投稿論文を募集しています。

最近学位を取得された方など、若い方からの総説

を特に歓迎します。どしどしお寄せください。
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